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西山　秀平 博士1年
国際人道法の時間的適用における『終了』概念の再検討

「開始／終了」の一元的把握の限界

汪　秋水 博士2年 公正価値移転義務の法的位置づけの再検討（１）

柴田　賢 博士2年
リトアニア大公国の社会とクレヴォ合同（１）

─ベラルーシ法学における議論より─

古賀　祐二郎 博士3年 デュー・ディリジェンスにおける民事責任モデルとその展望

中村　篤志 博士3年

ペイメント・フォー・オーダー・フロー（PFOF）と
デジタル・エンゲージメント・プラクティス（DEP）の関係性にかかる一考察

（２・完）
－米国における議論を素材として－

福嶋　未来 博士3年
外国人に対する最低生活保障給付の法的構造（２）

ドイツ市民手当(Bürgergeld)についての検討

付　琛杰 博士3年 中国の司法実務における中立的行為について（２・完）

譚　原君 博士4年 中国における訴訟請求変更制度の展開と「訴訟請求」概念の変遷（３・完）

李　惠 博士4年
不動産二重譲渡における占有の意義をめぐる中日比較研究（２・完）

－主観的悪意認定の構造－

王　培琳 博士5年
集合動産譲渡担保における設定者の権限外処分の法的構成（２）

無権限処分構成と追及力構成の交錯と譲渡担保法42条の解釈

沈　建波 博士5年
中国現行交通法の自動運転車への適用に伴う責任原理・責任主体の問題点

―日中比較の前提として―

冨田　純 博士6年 越境的特許権侵害を巡る日本の課題及び対策（１）

辻村　祐一 研究生
民事訴訟における情報収集に関する準備的考察　（１）

－イギリスにおける近年の民事司法改革とdisclosure制度について－
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